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最近の日立マントロリ式橋形ク レーン

村 田 敏 雄*

The Recent Type of HitachiMan-Trolley Type Bridge Crane

By Toshio Murata

KameariWorks,Hitachi,Ltd.

Abstraet

The materialhandling equlpmentS for the handling of coaland oresin the

depository are now avai1ablein many types and sorts.As the yard crane,the

bridge cranein man･trOlley systemisin most extensive use because ofits high

reliability and e疏ciency,and ease of maintenance.

Hitachi's bridge cranes have beeninvariably designed for alarger economical

bene丘t at no sacrifice of the Company's high technologlCalstandard.Thisis most

true of a man-trOlley type bridge crane that has been recently completed.

Distinctive featuresincorporatedin the same crane may belisted as follows:

(1)The trolley frame was simpli丘ed by designing the grab winch and the

traverslng meChanismin block type.As a result,the reduction of weight,

Simpli丘cation of machining and maintenance were realized.

(2)The grab winch was designedin a separate winch type which features

Simple construction and maintenance.As a braking devicethethrusterbrake

COmbined with plugglng WaS adopted.

(3)For the traversing speed control,a reVerSe-Phase braking was takeninto

normalduty,While for thelimit safety devjce,an endlimit with section ear

WaS employed.

(4)The traversing wheels were provided with the taper.Slant slipping of

the troiley was prevented by means of a centering device of wheelshaft

attached to the journalbox of the wheel.

Animprovement was added to the method oflaylng the traverse rails.

In consideration of the railclamplng,the winch was made

dust-prOOf type and the generator braking system was utilized

Plng Speed controlof the weight.

ほ,能率および保守の点ですぐれ,

in compact

for the drop-

械の信頼度の 高い

り〕緒 Fl

貯炭場および貯鉱場における石炭および鉱石の処理を

目的とする荷役設備には,従来から各種の方式のものが

用されており,さらに終戦後ほ米国の影響をうけた新

方式のものも羅∫ijされて来たが,ヤードクレーンとして
*

日立製作所包有工場

マン1､ロリ式橋形クレ←ンが依然として,製鉄所,発電

所,港湾などにおいて広く月]いられている｡

最近の日立

上,およぴその

クレ←ンは,特にクレ←ンの性能の向

活性の上昇を目標として設計製作され

ている｡すなわち設計上は各 器の配置および各部の形

状を適切なものとし,工作上ほ勿論,使用者側の使用上,
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保修上の簡便化をねらい,かつ重量の軽減に努力が払わ

れている｡

こゝに最近日立製作所が製作したマントロリ式橋形ク

レーンの一例について,景近の傾向をのべる｡

〔ⅠⅠ〕ク レー ンの概要

本磯は 所に納入Lた貯 場のもので,取扱 ほ

硫酸浮,砂鉄,ガス灰,粉鉱である｡径問40mの走行

レ←ル上を移動するダブルカンチレバ十型マン1トロリ式

橋形クレーンで,大体の構造ほ以下に詳述するように構

道上および 詑上に斬新な考青を払って設計製作された

もので,しかも相当重量も軽減され,最新型のクレ←ン

である｡第l図にクレーン寸法図,貰2図にマン∵トロリ

組立図,第3図に現地写真を示す｡

そのおもな仕様はつぎの通りである｡

(1)饉 力(硫酸澤にて) …･150t′･′h

(2) グラブバケット

(A)処理物 硫酸淳(見掛比重1.5)

砂 (見掛比重2.6)

ガス灰(風樹比重0.9)

(3)

(B)

(C)

巻

容

粉 鉱(見耕比重1.5～1.6)
ミ■!.

j巨_･･････
.‥1.5m3

パケソト自重………………‥4.1t

上荷重…

試験荷重.…

(4)主要寸法

(A)径

(B)グラブ到

(C)掲

問.

エロ

1∃三

桁下面高さ

….8t

‥.‥9.6t

.40m

距離 海側脚中JL､より 4.5m

陸側脚中心より 4.Om

横行範囲……48.5m

走行レール面上‥‥10m

走行レール面下‥. 3m

仝揚程...
‥‥.13m

走行レール面上….15.5m

ホイルベース………………14m

(5)速度電動機およびプレ←キ

巻 上 60町/mn 60kW~ 押上機ブレーキ

(逆柁制動併用)

㌍ 閉■60m/mn 60kW~ 押上磯ブレ←キ

(道相制動併用)

_′一一-----･l■-一一′

■

幣ヨー･-･･叫･璧撃墜華岩室鶉

山､_

屈

l

垂

第1図

Fig.1.

150t′/h
マントロワ式橋形クレ←-ン寸法図

150t/h Man TroIley Type Bridge

Crane
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第3図 環地における

Fig.3.150t/h Bridge

横 行160m/mn

走 行 30mノ/mn

レ←ルクランプ

義行レール..

電 源

形クレーン全景

Cranein Operation

50kW 押上機ブレ←キ

(逆相制動併用)

75kW 押上機ブレーキ

3k■Ⅳ 直流マグネリト

フナレrキ

‥50kgノ′m

動 力……‥400V 60∩し

制御回路……‥220V D･C･

照 明……‥100V 60′､

つぎに作業状態およぴクレ←ンの能力緑 を示す｡

昌2萱望

第2回

Fig.2.
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GeneralView of the

Man Trolley

作業頻度1日平均作 時間13時間

平均荷重 硫酸澤のとき6･5t,砂鉄のとき

8.Ot

(10)運搬系路

(A)別途新設される陸揚機より陸揚された原料

の貯蔵場への受入

貨靖よりの受入原料の処理

場の原料の整理

場原料のホッパトカトヘの投入

(11)運搬能力

酔津でスパン弓-:央よりホリパ←カーまで(D

の系路)の運搬能力を練

真参照)のようになる｡

この種の橋形クレrンほ小容量の

に荒すと第4図(次

負荷塾で広く使用

せられている重要な機種であるため,その各部の
這お

よび操作の面でほ各種の改良がつぎつぎと加えられてき

たが,さらに完璧を期Lて今回実施されたおもなものは

つぎの通りである｡

(1)巻上開閉装置および 行装置をブロック構造と

し,マン1トロリプレ←ムを簡単にし,重量の軽減,

工作の 易化,保守の容易化を実施した｡

(2)グラブウインチほ構造簡単で保守の共なセパレ

←トウインチとし,ブレーキにほ逆相制動併用押

上磯プレ←キを 用して能 をあげた｡



1492 日召和29年10月

十~-~aグJ好一---【
r

♂J枕7

a㍑芳し¶-一-■

l l

/＼ r

/ 掴ま
l

汗 彗
.】箋 _L

/ト＼--た正L//｢も
′/叫＼

｢(グ♂■ -7♂-

仁一 〝♂--【
--/汐♂

-----一･----

第36巻 第10号

(3)横行速度制御には連相制動

を常用とし,極限安全装置と

して絶縁1､ロリ式を採用し

た｡

(4)横行車輪はテ←パ付とし,

かつ 輪軸軸受部に平行度詞

巻 上 速 度….601n･′′m王l

巻 下 速 度….66m.′′mn

グラブバケット啓一邑….2.25t

三塁5窟読力2.25t:く
を戸0旦j

52

幸155t/b

l回の操作時問..
.52s

寵 力‥‥.155tノ･′h

第4図

遍殺能 力緑園

Fig.4.

OperationDiagram

OftheBr王dgeCrane
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整装置を設けて,トロリの斜

行を防止した｡

(5)横行レールの取付方法に改

艮を加えた｡

(6) レールクランプについて

は,ウインチは減速装置を巻

胴の中に納めてブロック構造

とし,速度制御･よ発

式とした｡

以下各項目を

制動方

細に説明する｡

[ⅠⅠⅠ〕マントロリ構造上

の改良

マントロリ式 形クレ←ンにおい

て,その性能および経7剤生を艮くす

るにはマントロリを改善することが

必要である｡

キ聞のマン∵トロリ設計にほ,性能

の優秀さは勿論であるが,特に組立

および保守の容易ということにも重

点をおいた｡このために巻上装置お

よび横行装置ほそれぞれ一体の構造

として組立てたものをトロリフレ←

ムにポル=象合により取付けるよう

にした｡しかも巻上フレ←ムほ全体

フレ←ムの一部分をなすように構成

され,配置の工夫と溶接構造の採用

とによりマン1､-コリ全体ほ非常にま

とまりのよいものになった｡すなわ

ち構這上の改良および溶接の大幅

用により,性罷も上り,保守も楽をこ

なり,その上いコリの全体蚕量が軽

くなった｡.

(a)巻上

貰5囲に示すように,

ビーム β1,β2を並べ,

二木の溶技

その間に2

第5回 巻 上 装 置

Fig.5.Arrangement of the

Grab Win〇h
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台の電動機βA弟CÅグと,2鼠の巻胴月か,Cβを架け渡

し,減速東軍は1組づゝそれぞれ片側に ムて),ビームと

一体のギヤボクスの中に納める構造とLた｡

また答電動機および巻胴は極力接近させ,ブレーキ川

の押上穫はけつ張らないようにリンク廻りを介Lて,ド

ラムと_兵対側に移すなど,極力コンパクトな設計とした｡

(b)横行装置

第d図に見られる通り, 動フレrムの考え方は従来

と変りないカ㍉ ギヤボクスおよびブレ←キ廻りをフレr

ムと-一体構造とした｡すなわち横行装置は完全に一一体と

なって重婚篇軸上に支えられ,マン､トロリフレームの下側

にリンクを介して取付けらjL非常に簡単になった｡しか

もブレーキの押上機関係はべつにマントロリフレームの

上に取付けたので組立調整が楽になった｡.

(C)配置上の考慮

第2図に示すようi･こ,巻上装置ほ1､ロリフレ【ムの巾

央に, 行

∴
＼
､

､ 車輪軸上フレームの下面に納め,配

竃盤㍑共Jlう付置壷屋,巻上盤,横行鮭を2ブロックに分け

て,前正面および後正面に配列し,抵抗器はまとめて運

転重夫-j~Ⅰ二におさめた｡達家は修理の際の 動機,巻胴,
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脱などの取rHしの憤を考えて

マ ン ト ロ リ

Framein Assemb!y

のごとく_丘分割とし,1

箇を取外せば目的の部品が取F｣うせるようにした｡その他

機械室床面の板張りは勿論,

ソファ｢建りにも点‥尉妄壬削∃歩道肝場を完備し,全面的

に取扱が抵利でまとまりのよい構造とした｡

こからの改艮により,機 部分は一一体構遷となり,

出Lほほとんど機械作業によってきまるため,組立作
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第8図

Fig.8.

逆相伴

Thruster

Plugglng

用 押上棟 ブ レ ー

キ

Brake Combined with

Brake

rl,■i雲慈接触冒芹の切換拷問

T9.一 逆相制動時問

r3ご 押上機付利託披のみで停止する時間

帯9図 制動時におけるプレ←キと停止時間

の関係

Fig.9.Braking Time of a ThruSter

Brake Combined with Plugglng

.における手作業が少くなり,組立が容易となり,したが

って保守も容易となったりその上マントロリ全体の重量

が従 重野こ比べて約10%妻重くなった｡組立中のマント

ロガを弟7図に示す｡

〔ⅠⅤ〕巻上開閉装置の特長

(1)巻上開閉装置には構造が簡単で,保守の楽な等

容量二電動機式(セパレートウインチ)を採用した｡配

置は第5図に示すように,ほゞ同一一構造の開閉用支持用

二つのウインチを並べたもので,二つの巻胴の間にほ

√械白勺の連繋はないから
造ほきわめて簡単で,巻上開閉

の操作は一本のユニノ㍉-サルハンドル付制御器により簡

単に行うことができる｡

第10図

Fig.10.

号邑藻トロリ式制限装置説明侶

Traversing End Limit with

Section Ear

(2)巻上ブレーキに押上 を使梢し,巻下方向には

連動切換スイッチにより逆柏制動を併用Lて,停止時の

スリップの昆巨離を小にするとともにプレ←キライニング

の磨耗を少くした｡

第8図および宗9図に日立特許(第172784号)速柏餅

娼押上磯ブレ←キの機構と,制御器を零に戻してからグ

ラブが停止するまでの電流および時間の関係を示す.｡

第8図に示すように押上機プレ←キの押上機をその支

点にバネを入れて浮動白勺に支持した構造で,ブレーキを

緩めている間ほバネに反抗して押上穫ほ下る｡電源を切

ってプレ←キが完全に作㍍すると押上

くなるので押上

●.:こ

に掛る荷貢が無

はバネによって押上げられる｡バネに

の僅かの動きを利用して附 の開閉器を衝か

せて電気制動を開放するようにしてある｡

今制御器を停止位置に戻すと自動的に逆相制動が働き

押上機ブレーキの効くまでの時間を電気プレ←キが受持

ち,一秒ぐらいの後に押上桜プレ←キが制動力を発揮す

ると補助開閉器により逆相制動は解放され,押上械プレ

←キのみによって停止する｡

すなわちこの方式により制動時のスリヅプの距離は短

縮されかつ道相制動により機械制動の負担が軽減され,

ブレ←キホイルの過熱,ブレ←キライニングの唐耗がは

なはだしく低減し,性能が著しく向上した｡

[Ⅴ〕構 行 制 御

(1)横行ブレ←キとしてほ道本

ーキライニングの贋

上

を少くした｡

式

を常用としプレ

すなわち第`図に示すように停止用として耳輪敢に押

ブレ←キを設けるとともに,全速の1′′′2以上の速度

から停止するときにほ,1/2速度になるまで逆桔制動が

かゝり,1/′2以下の速度から停止するときは逆柏制動ほ

効かザ押上機プレ←キのみで制動するこ横行速度の規整

ほ電動 軸に取付けた遠心力開閉器によって行う｡

上のように電気的制動を常絹としたので,押上機ブレ

トキの容量i･王全速の1/2の速度によって決定され, 従来

の1ノ′4ですみ,機械部分のいたみも少くブレ←キライニ

ングの磨耗も著しく減少した｡
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(2)横行の極限安全装置として絶禄1､ロリ←式制限

装置を採用した｡(日立特許第187283号)

形クレーンのマントロリは限られたガrダ内部を高

速かつ高頻度で横行運転されるので,これの逸走防止安

全装置ほ十分考えなければならない｡

木簡では両端においてローラ型制限開閉器を聞かせて

電気的に電動機を停止するとともに, 械的にはバネ式

および傾斜レ←ル式緩衝装置によって非常制動を効かせ

同園買を抑えるようにしてある机 この他に新方式の確

実な絶縁トロリ式を採用している｡

絶縁1､ロリ式制限装置は第10図に示すような方法によ

っている｡すなわちこの目的専制二操作馴､ロリ練を設

け,これを三区分に分けて,｢い央部のみ(･･こ電圧をかけて

こねくっ†ロリホイルがrfl央部より端部に進行するとき,

セクションイヤを逼 すると無電庄になるのでリレーが

働いて逆相制動がかゝり摂行速度を低下させる｡

絶縁トロリの位置ほ全速で走って来た1､ロリに,この

位胃で道柑割勘が掛り速度が落ち,バ･ソファ←の位置で

速度が1ノ■2になるようにきめてあるこバップ了･トーほバネ

式と傾斜レール式を併用し,1ノ2速度の衝撃を十分吸収

するようにしてある∴運転手の不注意で制御器が全速の

侵攻置されることがあっても,絶縁1､ロリを通過すると

自動的こ道桔制動が作.F-Hし,輯脚こて停止する亡

この方 の特長は常時鞍部しているトロリ繰と集電

置が主体となっているので,他の方式のように

けて故障することもなく,提責の開閉は

るので確実で信頼性がある｡

撃をう

気的に行われ

〔ⅤⅠ〕綴行の斜行防止装置

マン1､ロリの斜行による車輪の異状笹耗ほ橋形クレ㌧-

ンでほときどき問題になるところであるが,日立製作所

においてほ,数次にわたる現場における実物を対象とし

た研究の結果,つぎのような方法により持古足な結果を得

ている｡

すなわち斜行の原因としては軸の平行直角の誤差があ

げられるが,二本の軸を正しく平行に,レールに直矧こ

常に持つことが困黒な上に,かりに平行直角ができたと

しても巧佑に復元力を与えない隈F)斜行の問題ほ

した声ミづて日立製作所でほ,第一にテーパ付年輪を使

用Lて斜行に対する復元性をもたせ,斜行を限定された

小範 の蛇行運動に変えることとし,第二に軸受ガイド

部分に第11図に示すよ 整調の軸なー㌔ノ

了径も容易iこ両軸の平行度を

ー,据付完

整できるようにした.｡(

案第406012号)

この二つの改良により斜行による異状唐粍は完全に除

くことができた｡

リ 式 梧 1495J

真弓誓用ラーナー仁′

イ 面

第11図

Fig.11.

横 行 車 軸 詞 装 置

Centering Device of Traversing

WheelShaft

融の平行度謂宝 置は第11図に示すように,横行軸受

のガイドを4β二つの部分に分け,β部はブラケット

Cに固窪し,A部をボルト締めとする｡Aとβの間(･こ

調整用のライナCを入れて軸の平行度を調整する｡この･

ライナCは号:.封享の異るものを数稽組合せて使用し,Aの･

取付ポル1､を緩めることiこよF),組立後も容易に横から

入換えのできる構造となっている｡

〔ⅤⅠⅠ〕横行レール取付法の改良

横行レールの取付には特に留意し レ←ルの保守,交

換iこ便利な構造としたこ

マントロリの横行レールの取付法には従来ボル1､式;

リベヅ1､式,i存接式あi),その構造も多種多様であるが,

いずれも完全なものほなく,任梢複数箇月を経ザしノてリ

ベッ1､が緩左あるいはリベソ1､孔から亀裂の入る場合も

少くない｡.今回ほこの点を特に考慮しで敷板とフックポ

ル1､併用の特攻な構造としたため取付は確実,寸法は正

確で現地における使墨実績はきわめて良好である｡･なお

将来レールの取杓えもきわめて容易にできる｡

〔1rIII〕レーノ♭クランプの改良

レールクランプは不測の黒岩iこ備えて設備するもので

あるから,いついかなる場合にも迅速確実に動作するこ

とが要求される｡従来種々の形式のものが使mされてき
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第14園

Fig.14.
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クランプア←ム支持用ニー ■ロ

Roller for Holding Clamp Arms

和幸r】磐

.■.■･.＼

Aニ クランプアーム

尺ご 吏∃専用 コ ロ

か2ご クランプドラム

第12図 レ
←

ルク ラ ン プ配置∴図

Fig･12･Arrangement of RailClamp

一第13図

レト/レクランプ巻上ドラム

Fig.13.

Hoisting Drum for Rail

Clamp

第15巨召 レールクランプ嗣直流電磁ブレーキ

Fig･15･D･C･MagnetBrakeforRailClamp

たが,概して保守に芸讐点があり,いぎというときに円滑

に操作Lない場合が往そ見受けられた｡

本澤のレールクランプは特に上の点に留意し,隅昼型

で,恨守が楽で,什敵性のあるものとした｡

ム機のレ･【‥【ルクランプの配置ほ琵1 および第12囲の

ように,クランプ穫鯖はトラックに取付け,葺錘巻上装

置は脚のつなぎの上に配置L,その聞をロ←ブで娃

二っ
′

′｣亘
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第16図 組立試運転中のクランプウインチ

Fig.16.RailClamp Winch

造である｡操作ほ,押釦スイッチにより回路の電流

を絶てば置錘支持のプレ←キが緩んで竃錘が下る｡その

とき重錘により巻胴が回されクランプの両アrムが互に

接近してレールを掴みクレーンを固定する｡作業時にほ

巻上装置により貢錘をつり上げるとともに,クランプア

ームを左石に開きクランプを緩め,貢錘はブレ←キによ

り支持される｡

レールクランプの改た点のおもなるものは以下の四点

､●

(り 巻上装置の一体構造

従来の巻上装買は苗申減速装置せ平面前に羅列したも

ので占有面積が大きく,墜填雨水に対して完全な啓開形

とすることは許㌣'‡で保守に手数がかかった.今回は第13

■図のような改良型とした｡すなわちウインチほ内部に械

連装買を納めた完全園批‡ifのドラムと電動機をカプリン

グを介して連結Lたきわめて市中なもので,カプリング

の外側はロープのたる裁止めブレーキのホイルを∃巨ねて

いる∴改艮遭はドラムと減速遁塞が､-･体となり,歯車ほ

特殊鋼を熱処理Lて小形とし全体が非常にコンパクトな

ものとなり,また完全悸閉型となっているから,炭吼

7kから涯潰され,転り軸受の侍吊と相まって保守ほ非

常に になっているこ 望たウインチ全体もまとまりのよ

いものとなった｡第l占図に組立試験･いのドラムを示す｡

(2)重錘落下速度制御装置

鐸の巻上巻下は宮流
hソ

よに機

に際L-てはこれを発電機として回転させ,発

蚕錘の落下

よに湖制

り落下速度を制限する方式のもので性胃凱まよい｡

(3)クランプアームの支持用ローラ

クランプ粍構のうちで特記すべきことほ第12図および

第】4図に示すようにクランプアーム支持用ローラをアー

ムの下部に設仁ナたことである｡クランプアームは従来ト

ラックで支指する構造であったが,レ←ルの高低,左石

の寄りなどのため,常に最良の状態でクランプすること

ほ困難であったぃ しかるに本図のようにガイドロ㍉一ラに

ょりア←ムを玄才一㌢しながらレール上を走らせることによ

り,アームは常にレ←ルと正しい関係｢､■(置を保つことが

できた｡(新案第373344号)

(4)重錘保持用ブレーキ

1軒充電源があるので第15図に試すようなタラヅチ式の

直流電位ブレーキを使用Lた｡こ九はレバド

しI

も不要

とブレ←キの中心が若十狂っても支障なく作

和するため組立も容易であり,抵流なる故コアの間隙の

大′卜による 流値の

保守も楽である｡

ノ
＼
､なもレL′1変 焼損のおそれもなく,

〔ⅠⅩ〕橋 形 鉄 棒

鉄骨の大体の構造は第1図に示す通りである｡桁はワ

ーレンガ←ダ,糾は関連設備の[
係上海側を剛脚陸側を

揺脚とし,技手はリベット構造とした｡

グラブバケット付で高頻度のクレ←ンなるたガ),各動

作時の衝撃,横行走行の制動力は勿論,250kgノm2の暴

風に対しても設計上十分考廣を払うとともに,製作に当

ってほ,桁部分は仝長にわたって工場内･仮組立を行い,

各部の寸法殊i･こ慣行レ←ル関係の寸法は厳重な検査を行

い据付作業における狂いをできる限り排除するようにし

た｡

すなわち工場内においてレトルビ←ムのキャンパおよ

び左石の通りの検杏は科学的な方法で行った｡このため

現地における据付も問題なく,レ←ルのキャンパも予定

の数値に納まり好成潰であった∴据付後 測の結某,中

央にお8ナるキャンパほ34mm,マン1､Pリ(荷重6tの

とき)による摸みは16mmであった｡

〔Ⅹ〕その他の特長

その他クレーンの耐久性を増すためiこワイヤロープは

フィラ十埜29本棟6撚(東京製錮特5号C型)を使用し,

グラブバケットの匁先には溶接により耐磨耗性金 の盛

金(新案第386695号)を施し,歯iiけこほ歯薗に高周波焼

入による表面硬化を施Lてある｡

また完全な條守を目的とし,給油を確実にするため,

油はファーパル式グル←スポンプによった｡ポンプは

マントロリ内に一箇,桁上に二箇,脚に二菌を備え,マ

ントロリ内は勿論走行装置のトラ･ソク廻り■までポンプ沿
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油とした｡

〔ⅩⅠ〕結

以上最近某製

盲

日 立

所に納入した8tマン1トロリ式

レーンを例として,日立製作所の 形クレーンの特長を

説明したが,同機は構造上,機能上に上記のような特長

を備えた性能の艮い, 守の楽な,信硬度の高いクレー

第36巻 第10号

ンである｡しかもマントロリの全装備重量が従来のもの

に比べて約10%重蔵され,鉄骨部分の重量も軽くなつ

た｡しかして現地における運転成績は良好である｡

日立製作所ではこのクレ【ンの運転実績によって,今

後ともより高能率の,より信頼性に富み,より扱いやす

く,より廉価なクレー

けている｡

よるす作 う不断の努力を続
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日立製作所社員社外講演1覧(昭和29年7月分受付)(その2)
(第54頁より続く)

講演月日 主 催 演 題
.所

講 演

10川一旬

10/22～25

10/中旬

8/12

10/22-25

10/30～31

10/22～25

7ノ′24

7/24-27

7/20

電 気 三 学 会

日 商金属学会

全国炭鉱技術会

日未能率協会

日二本金属学会

日本分析化学会

日永金属学会

這社製部会
智

東株

炭砿技術会

日赤科学技術者達盟

関西 力株式会社

発 明 協

東京都商工指

会

所

交流発電機における炭酸ガスの消火作用

凸極型発電 の回転子通風に関する一実験

穐銅の諾性質におよぼす微量煎薫の影響

Sn-Cu 2元来合金の金和学白勺詔性貰

レ
ール･ボ ンド用半田合金の研究

80HPカッターの性能および炭革巻のロープく･こ
かゝる衝撃について

工業

設備計画に関するMAPI方式の研究

含 TトAl→Nb,Cr-Ni-Fe 系耐熱合金の高温
特性

多量一価タリウム共存下における三価タリウム
の定量法

八口贋百三塩筆光体中の可溶性五価アンチモンの
定量法

13%Cr不鋳 の変態速度におよぼす各種元素
の影響(第二報)

含疲B
れ

の研究(第三乾)焼入性耐摩耗性およぴ

ジョシン←試験における硬度曲線の異状性につ
いて

よぴウイルソン連結器

通信機工業における品質管理の実態

日立工場

日立工場

中央研究所

日立電線工場

日立電線工場

亀有工場

戸坂工場
中央研究所

日立研究所

中央研究所

中央研究所

日立研究所

日立研究所

日立研究所

本 社

本 社

戸塚工場

日立絶縁
工 場

亀戸工場

佐
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日 月 紋 次

横 山 正 毅

名 取 四 郎




